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統合小学校の開校に向けて

　
町
内
の
児
童
数
は
、
昭
和
33
年
の

３
９
６
８
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続

け
、
平
成
27
年
に
は
６
３
４
人
と
な

り
、
現
在
、
町
の
小
学
校
の
大
半
に

複
式
学
級
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
27
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
が
小
学
１
年

生
と
な
る
平
成
33
年
に
は
、
５
０
３

人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
鶴

田
町
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
よ

り
よ
い
教
育
環
境
や
教
育
活
動
を
保

障
し
て
い
く
た
め
に
、町
で
は
昨
年
、

町
の
小
学
校
の
学
区
再
編
の
方
針
を

示
す
「
鶴
田
町
立
小
学
校
の
規
模
と

配
置
の
適
正
化
に
関
す
る
基
本
方

針
」
を
策
定
。
昨
年
５
月
か
ら
地
域

住
民
へ
の
説
明
会
を
重
ね
、
町
内
の

６
つ
の
小
学
校
を
１
校
に
統
合
し
、

全
町
１
学
区
制
と
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
統
合
小

学
校
は
、
現
在
の
鶴
田
小
学
校
の
敷

地
内
に
建
設
す
る
こ
と
と
し
、
学
校

給
食
共
同
調
理
所
と
屋
内
運
動
場
、

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
を
新
た
に

併
設
す
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

△現在の鶴田小学校敷地内に建設される統合小学校の完成予想図（南東側）

　

鶴
田
町
の
全
て
の
小
学
校
（
鶴
田
小
、
菖
蒲
川
小
、
梅

沢
小
、胡
桃
舘
小
、富
士
見
小
、水
元
中
央
小
）
が
統
合
し
、

平
成
32
年
４
月
に
開
校
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
、
統
合
小
学
校
の
基
本
設
計
が
完
成
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

学校給食共同調理所

校 舎

△統合小学校の完成予想図（北側）
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統合小学校の概要と特徴

サンシャインスクールは
１か所へ集約することに決定
　統合後のサンシャインスクール（学童保育）の配置について、
町教育委員会ではサンシャインスクール検討委員会を設置し
検討を重ねてきました。今年２月にはその審議結果が答申さ
れ、教育環境や児童の安全確保などを第一に考えた結果、町
教育委員会としては「サンシャインスクールの配置について
は１か所にまとめる「集約型」が適切である」との結論に達し、
新たな統合小学校に集約されることに決定しました。

集約型採用の主な理由

統合小学校の完成に向けて

①「集約型」は、学校の教育活動を終了した児童が、各自のタイミングでサンシャインスクールに移動できる
　ので、安全管理体制が確保できる。
②サンシャインスクールは、「学校」という母体の中に設置されているので、不審者対応、施設・設備の安全
　点検等は学校側で行っているが、「分散型」の場合は全てサンシャインスクールの指導員が対応することと
　なり、大きな負担を強いることになる。
③震災等の緊急事態への対応を考えたとき、「集約型」は学校本体と連携しているため、緊急避難、集団下校
　などさまざまな対応が可能。また、大規模地震を想定したとき、児童を耐震性に優れた新設校舎にとどめて
　おけることなど、安全確保の視点から「集約型」が望ましいと考えられる。

屋内運動場（１階は学童保育）
全施設の総延べ床面積は約 11,633 ㎡で、鉄筋コンク
リート３階建て。ガラスを多用し、自然光を多く取り
入れ明るく開放的な造り（校舎の一部は吹き抜け式）。
内部は木仕上げを多用し、児童に安心感と温もりを感
じさせるアースカラーを採用します。

■規模・デザイン等

18 ある普通教室は 40 人対応の８ｍ×８ｍの大きさ。
学年ごとに展示やグループ学習で使用できる多目的
スペースや、250 人収容可能なランチルームを設置。
その他、地中熱を使った冷暖房を完備する予定です。

■教室・設備等

■屋内運動場（体育館）

■サンシャインスクール（学童保育）

■学校給食共同調理所（給食センター）
１日最大 1100 食の調理が可能。校舎２階から給食を
搬入し、エレベーターで各階に配膳します。

ミニバスケットボールコート２面を確保できる大き
さ。競技等の観覧や運動が出来るような階段ベンチや、
３階には観覧や軽運動が可能なギャラリーを設置。

屋内運動場の１階に設置。８つある保育室の各部屋間
には、使用用途に柔軟に対応できるように可動式の間
仕切りを設置します。


